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アルミ手摺　断面詳細図 （A3)=1/6、1/30
エキスパンジョイント手摺／SL-EXPJ-K-S5545-B

推奨躯体巾＝200/220以上
断面図 平面詳細図

固定モルタル

（ノンシリンクモルタル支給）

仕上げモルタル(左官工事）

ＤＮＳＳＣＡ-１(７０角用)

ボイドアンカー（AL)

ＤＮＳＳＣＡ-２(８０角用)
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ＥＸＰ連結材（ＡＬ）

スライド材（樹脂）

上下枠（ＡＬ）

格子受

縦枠（ＡＬ）

立格子（ＡＬ）

Ｌ＝100

ＭＰ３８８０

ＭＰ４０１０

ＭＰ４２６０

Ｓ２４２３Ｔ

ＥＸＰ連結材 Ｌ＝100（ＡＬ）縦枠＝ＭＰ４２６０（ＡＬ） 立格子 Ｓ２２２３Ｔ（ＡＬ） アルミ丁番

格子受 ＭＰ４０１０（ＡＬ）手摺芯
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6010100手摺笠木＝Ｓ６５４０（ＡＬ）

手摺支柱＝Ｓ５５４５（ＡＬ）

アルミ丁番

Ｍ１０×１９０
　ステンレスボルト

上下枠・ＭＰ３８８０（ＡＬ）

上下枠
　　ＭＰ３８８０（ＡＬ）

縦枠
　ＭＰ４２６０（ＡＬ）

ＥＸＰ連結材
 Ｌ＝100（ＡＬ）

立格子
　Ｓ２４２３Ｔ（ＡＬ）

格子受
　ＭＰ４０１０（ＡＬ）

上下枠・ＭＰ３８８０（ＡＬ）

10 10

支柱芯々 （P）＝ストローク×3　+　645

特記事項；ストロークとは√（X軸可動量の二乗+Y軸可動量の二乗）とする。

ＥＸＰ手摺全長（W)　＝P-105（90）
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縦枠＝ＭＰ４２６０（ＡＬ）

縦枠キャップ（樹脂）
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支柱補強芯材（AL)

Ｓ３０５０ＢＢ(ＲＢ)-****
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ストローク300の場合の参考立面図（±0）
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ストローク300の場合の参考立面図（-300）
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ストローク300の場合の参考立面図（+300）


